
平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 202

事務事業名 商工会議所活動運営補助事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域活性化プログラム2018

  

  

法令・例規等
 飯田市商業振興事業補助金交付要綱

  

  

事業目的
対象 飯田商工会議所

意図 商工業振興事業の実施等に係る経費に対して支援を行うことにより、運営の健全化と産業振興の充実を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

県が商工会議所に対して交付している小規模事業経営支援事業費補助金が、平成27年度に前年対比で3割減になった

ことから、商工会議所では平成27年度に伴走型による経営発達支援計画を策定し、支所体制や経営相談方法の見直し

を行っています。これを受けて飯田市では、補助金の段階的削減を平成26年度までとし、平成27年度からは同額の補

助を行っています。補助事業の実質的な成果の確認と検証が必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　飯田商工会議所の各種事業及び運営をするための補助金の交付

と適正運用の検証を行います。

　連携機関の実務者によって構成される経営発達支援実務者会議

へ参加し、運営の健全化と産業振興の充実を図ります。

商工会議所活動運営事業補助 28,119

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
商工会議所の会員数 事業所 2,900 2,776   

実務者会議への参加 回 3 3   

会議所事務局との懇談 回 2 2   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 28,119  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 28,119

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
1  10

 
1

28,119

0
商工会議所活動運営補助事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 202 事業名  商工会議所活動運営補助事業 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 203

事務事業名 商業振興推進事務
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2018

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 商業流通関係事務

意図 円滑に処理される

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

各商業者団体等の第1窓口としての機能を充実するとともに、平成27年4月から利用再開することができた流通業務用

施設の適正な運営を図る必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　商業流通に係る一般事務及び事務所運営を行います。

　流通業務用施設の貸付、維持管理を行います。
賃借料、維持管理経費 1,538

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 1,248

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
一般事務及び事務所運営 式 1 1   

貸付、維持管理 件 1 1   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 2,786 （そ）財産収入（流通業務用施設　建物貸付料）　144千円

（そ）)諸収入（流通業務世施設　土地貸付料）　1,394千円国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 1,538

一般財源 1,248

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
2  10

 
1

2,786

0
商業振興一般経費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 203 事業名  商業振興推進事務 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

施設維持管理 〇   × × × × × ×  

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

・維持補修による長期的な施

設利用

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 204

事務事業名 商業活性化総合支援事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性課プログラム2018

  

  

法令・例規等
 飯田市商業振興事業補助金交付要綱

  

  

事業目的
対象 既存商店、商工団体等

意図
地域生活を支える地元小売店の維持強化のため支援を行い、商店街の活性化や魅力向上、流通機能の改善を図

る。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

大型総合スーパー等の進出や無店舗販売などの競合により地元小売店の消費はダウンしています。また、地域におい

ては日常生活における商品の確保が困難となっています。財貨が地域外へ流出せず地元小売店の商品やサービスが地

域内循環するような取組の構築や、各種団体と連携した買い物環境の確保が必要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　商店街の活性化や魅力向上を図ることを目的とした、地域に密

着した地域産業の再生や安心安全な商店街づくり、商店街のコミ

ュニティ機能の向上に取り組む商店街等を支援します。

　日常における買い物困難支援を商業ビジネスとして捉える事業

を展開します。

商店街等活動補助金 400

商店街共同施設補修・撤去事業補助金 400

商業灯補修・撤去事業補助金 200

地域商業活性化事業補助金 800

地域商業振興事業補助金 900

消費拡大対策事業補助金 500

買い物支援コーディネート事業委託料 100

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
商店街、商工会支部等実施団体数 団体 19 22   

延べ参加店舗数 店舗 180 200   

委託事業団体数 団体 2 1   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 3,300  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 3,300

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
2  11

 
2

3,200

0
商店街魅力向上事業費

2    1 7 1
 
2  11

 
3

100

0
流通環境改善事業費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 204 事業名  商業活性化総合支援事業 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × × － －  

団体活動 〇   － × × × － －  

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 205

事務事業名 にぎわい創出店舗活用事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始 H28 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 1 若者が帰ってこられる産業をつくる

   

   

分野別計画
 地域経済活性化プログラム2018

  

  

法令・例規等
 飯田市空き店舗活用推進事業補助金交付要綱

  

  

事業目的
対象 若者等で店舗等の起業・創業を目指す者

意図 商店街等の空き店舗を活用して開業することで、商店街全体の活性化を図る

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

商店街での起業・創業をしやすい環境をつくることにより、意欲ある若者等事業者の参入を促し、空店舗を解消し魅

力的な商店街を再生する必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　飯田商工会議所や金融政策課と連携し、商店等の起業・創業を

目指す若者等に商店街等の空き店舗活用を誘導するために、施設

改修や設備整備等に係る経費を補助します。特に、I-

Portやビジネスプランコンペとの連携を図ります。

　合わせて、商店街活動の活性化を図るために、商工会議所、商

店街組織への加入を促します。

まちなか創業空き店舗活用事業補助 1,500

  

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
空き店舗活用補助件数 件 4 5   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 1,500  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 1,500

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
2  11

 
4

1,500

0
にぎわい創出店舗活用事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 205 事業名  にぎわい創出店舗活用事業 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・施設改修に伴う廃棄物の発

生

・空き店舗利活用に伴う資源(

建物)の有効活用

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 229

事務事業名 りんご並木三連蔵管理事業
会計 一般会計

事業区分 経常 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始 H12 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
 第2期飯田市中心市街地活性化基本計画

  

  

法令・例規等
○ 飯田市りんご並木三連蔵設置条例

  

  

事業目的
対象 りんご並木三連蔵

意図 快適な環境に維持される

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

建造物としては170年余、三連蔵として開設から18年が経過しており、老朽化による破損、不具合の修繕への対応が

課題です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　りんご並木三連蔵の環境が快適に保てるよう、老朽化に伴う破

損箇所等を把握し、適正な修繕を行います。

　りんご並木三連蔵トイレを快適な環境に保つため、委託により

日常の清掃業務を行います。

りんご並木三連蔵維持管理・修繕 362

りんご並木三連蔵公衆便所管理業務委託 500

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
清掃業務委託 件 1 1   

      

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 862  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 862

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
6  13

 
1

862

0
りんご並木三連蔵管理費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 229 事業名  りんご並木三連蔵管理事業 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 230

事務事業名 中心市街地活性化事業推進事務
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 2 飯田市への人の流れをつくる

   

   

分野別計画
 第2期飯田市中心市街地活性化基本計画

  

  

法令・例規等
 中心市街地の活性化に関する法律

  

  

事業目的
対象 中心市街地

意図 活性化のための事業が展開され、中心市街地の魅力が向上し、来訪者が増加する

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

中心市街地の中心拠点としての魅力向上をめざし、リニア中央新幹線長野県駅との関係を踏まえた中心市街地のまち

づくりを進めることで、賑わいの創出、来訪者の増加やまちなか居住の推進が図られることが求められています。こ

れまで中心市街地が培ってきた都市基盤や潜在力を活かし、「小さな世界都市」を象徴する中心拠点として発展させ

ていく必要があります。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　第2期飯田市中心市街地活性化基本計画に基づく事業実施及び進

行管理を飯田市中心市街地活性化協会と連携しながら行います。

　JR飯田駅周辺のあり方を含め、次期中心市街地活性化基本計画

策定に向けて、中心市街地５地区のまちづくり協議会をはじめ、

多様な主体の参加による検討を行います。

　賑わいイベントの開催及び、日常の賑わいづくりに寄与するま

ちなか回遊促進事業を実施します。

　中心市街地の素材を活用した商業空間の可能性について、明治

大学アーバンデザイン研究室と共同研究に取り組みます。

　電気小型バスの運行を効果的に進めます。

中心市街地活性化協会負担金 1,400

次期中活計画策定業務 2,000

まちなか回遊促進事業 383

明治大学との共同研究事業 150

電気小型バス運行業務 2,370

  

  

  

  

その他の経費 1,858

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
第2期中活計画に基づく事業の着手数 件 54 53   

次期中活計画策定のための検討会議数 回 8 10   

電気小型バス運行便数 便 1,000 1,000   

まちなか賑わいづくり事業実施回数 回 4 4   

明治大学との共同研究事業数 回  2   

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 8,161  

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 8,161

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
6  13

 
14

5,791

0
中心市街地活性化事業推進事務費

2    1 7 1
 
6  13

 
22

2,370

0
電気小型バス実証運行事業費

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 230 事業名  中心市街地活性化事業推進事務 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

電気小型バス実証運行による

化石燃料消費の抑制

  

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 231

事務事業名 りんご並木活性化事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 第2期飯田市中心市街地活性化基本計画

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 市民及び観光客

意図 りんご並木に愛着を感じて、訪れて回遊する。

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

「りんご並木まちづくりネットワーク」に多様な主体が参集し、様々な活動を実施したことにより、りんご並木に賑

わいをもたらしています。歩行者天国イベントは定着してきていますが、更に工夫を重ね、マンネリに陥ることなく

新しい発信をし続けることが課題です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　多様な主体が参加するりんご並木まちづくりネットワークを更

に活性化させ、冬季を除きほぼ毎月開催しているりんご並木歩行

者天国イベントを、市民がより楽しめるものとしていきます。

　インバウンド事業拡大のため、商業施設である三連蔵に公衆用

無線LANを整備し、まちなか情報を提供していきます。

PR費用等 195

交通警備等業務委託 2,300

公衆用無線LAN整備 152

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
りんご並木歩行者天国イベント 回 7 7   
りんご並木まちづくりネットワーク会議 回 12 12   

      

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 2,647 （国）社会資本整備総合交付金（4.5／10）

国庫支出金 990

県支出金 0

地方債 0

その他 0

一般財源 1,657

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
6  13

 
16

2,647

0
りんご並木活性化事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 231 事業名  りんご並木活性化事業 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

 

歩行者天国イベント後の関係

者による一斉清掃により、開

始前より美しいまちをめざし

ている。

 りんご並木での美化活動

12月までに

10回以上実施する

・りんご並木歩行者天国等イベントに合わ

せた環境美化活動の推進

・りんご並木に花を植える会との協働

・参加団体への呼びかけ

 

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 232

事務事業名 人形とけい塔管理事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始 S63 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす

   

   

分野別計画
 第2期飯田市中心市街地活性化基本計画

  

  

法令・例規等
  

  

  

事業目的
対象 人形劇のまち飯田を象徴する新とけい塔

意図 多様な主体の協力を得て整備する

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

平成30年度の人形劇カーニバルから40年・人形劇フェスタ20周年、世界人形劇フェスティバル、AVIAMA総会に合わせ

、リニア時代にふさわしい人形劇のまち飯田を象徴する新たなとけい塔を整備することにより、「人形劇のまち飯田

」を広くPRすることができます。整備にあたっては、多様な主体の協力を得て、市民の財産という意識が醸成される

ことが重要です。なお、現在の人形とけい塔は故障中です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　平成30年度の世界人形劇フェスティバル、AVIAMA総会に向けて

、新たなとけい塔の整備を市民運動と連携しながら取り組んでい

きます。新とけい塔は、平成30年７月のしゅん工に向けて整備を

行います。

　周辺施設を含め維持管理を行います。

とけい塔周辺環境維持活動 176

新人形とけい塔整備 38,100

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
とけい塔周辺の環境維持活動 回 7 7   

市民会議等 回 6 10   

新とけい塔整備 基  1   

 -  -   

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 38,276 （そ）文化会館寄附金　4,309千円

（そ）ふるさと基金繰入金　10,691千円

（そ）コミュニティ助成事業助成金　10,000千円
国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 25,000

一般財源 13,276

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    1 7 1
 
6  13

 
17

38,276

0
人形とけい塔管理事業費

2       
 

 
 

3       
 

 
 

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 232 事業名  人形とけい塔管理事業 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －      

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況    

 

 

  

 

 

 



平成30年度事務事業進行管理表(事務事業計画・予算管理)
１ 事業概要 課等No. 32 事業No. 372

事務事業名 卸売機能健全化推進事業
会計 地方卸売市場事業特別会計

事業区分 政策 実施区分 継続

担当課等名 商業・市街地活性課 開始 S45 終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   

   

   

分野別計画
○ 地域経済活性化プログラム2018

  

  

法令・例規等
 飯田市地方卸売市場条例

 長野県地方卸売市場等に関する条例

 卸売市場法

事業目的
対象 公設卸売市場

意図 健全な経営による安定した流通の維持

２ 事業内容

事務事業を進める
上での課題認識

(前年度評価)

地元から仕入れしない市外流通による大規模スーパー等の隆盛や無店舗販売等流通環境の変化に対応した卸売市場の

取扱量、取扱高の確保が必要です。また、開設から40年以上経過している市場施設の老朽化に対応した計画的な修繕

対応が重要です。

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　卸売市場に係る法定業務及び管理運営をします。

　卸売業者と情報交換を蜜にして課題や問題に対処するために、

卸売市場部会を開催します。

　老朽の著しい市場施設の計画的な改修工事を行います。

改修工事費 4,500

地方卸売市場事業基金積立金 64

  

  

  

  

  

  

  

その他の経費 1,643

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位
平成29年度

計画
平成30年度

計画
平成31年度

 
平成32年度

 
1.法定業務及び管理 式 1 1   

2.改修工事箇所数 箇所 3 3   

3.市場部会の開催数 回 2 3   

      

      

      

30年度
予算

財源の状況(千円) 当初予算額 特定財源内訳及び補足事項
事業費　計 6,207 （そ）基金利子　64千円

国庫支出金 0

県支出金 0

地方債 0

その他 64

一般財源 6,143

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計

款 項 目
大
事
業

中
事
業

当初予算額
中事業名(科目名称)

現計予算額

1    6 1 1
 
1  10

 
1

6,093

0
総務管理費

2    6 2 1
 
1  10

 
1

64

0
地方卸売市場事業基金積立金

3    6 3 1
 
1  10

 
1

50

0
予備費

4       
 

 
 

5       
 

 
 

6       
 

 
 

7       
 

 
 



(環境ISO管理)

事業No. 372 事業名  卸売機能健全化推進事業 商業・市街地活性課

環境側面
常
時

非
常
時

緊
急

評
価
１

評
価
２

評
価
３

評
価
４

評
価
５

評
価
６

著
し
い

法令順守 要求事項 中間 年間

一般事務 〇   － × × － × －  

シャッター改修工

事
〇   × × × － － ×  

    

    

    

リスク・機会

環境目標
①実施事項
②達成期限（いつまでに）
③結果の評価方法（どのような水準で）

環境目標達成のための手段・方法・手順

中間評価 年間評価

進捗状況・成果
達成
状況

進捗状況・成果
達成
状況

・改修工事における公害等の

発生

・改修工事による施設の長期

的活用

  

 

 

  

 

 

 


